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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
(a)ローターが配置される中空を有するベアリングハウジングと、
(b)前記ベアリングハウジングの中空の円周内面に沿って相互に離隔して二個以上が設置
されるバンプフォイルと、
(c)前記二個以上のバンプフォイルの上部に沿って配置され、円周方向に沿って一個が設
置されるトップフォイルを備え、前記バンプフォイルが相互に離隔したところは、前記ロ
ーターの高速回転時に、トップフォイルが外側に変形してローブを形成するような幅に形
成されたことを特徴とするジャーナルフォイルエアベアリング。
【請求項２】
 前記トップフォイルは、多数個重ねて配置されたものであることを特徴とする、請求項
１に記載のジャーナルフォイルエアベアリング。
【請求項３】
　前記トップフォイルの両端は、外側に折り曲げられた折曲部を有し、前記折曲部が前記
ベアリングハウジングの中空の内面に形成されたスロットに円周及び半径方向に流動可能
に装着されることを特徴とする、請求項１に記載のジャーナルフォイルエアベアリング。
【請求項４】
　前記トップフォイルは、前記両端の折曲部が相互に突き合わせて設置され、それら折曲
部を中心に対称であることを特徴とする、請求項３に記載のジャーナルフォイルエアベア
リング。
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【請求項５】
　前記ベアリングハウジングの中空内面のスロットには、前記中空に向けてスロットが形
成されたスロット本体部が装着され、前記トップフォイルの両端の折曲部は前記スロット
本体部のスロットに相互に突き合わせて挟んで装着され、ここで、前記スロット本体部の
スロットには前記トップフォイルの両端の折曲部が円周方向及び半径方向に流動すること
ができる遊隔が形成されていることを特徴とする、請求項４に記載のジャーナルフォイル
エアベアリング。
【請求項６】
　前記ベアリングハウジングの中空の円周内面に形成されたスロットには、前記スロット
本体部と前記バンプフォイルの一端の折曲部が相互に接触するように挟んで装着され、前
記ベアリングハウジングの中空の円周内面のスロットにおいて、前記スロット本体部は円
周方向に流動することができることを特徴とする、請求項５に記載のジャーナルフォイル
エアベアリング。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、ジャーナルフォイルエアベアリング（Ｊｏｕｒｎａｌ　ｆｏｉｌ　ａｉｒ　
ｂｅａｒｉｎｇ）に関するもので、より詳細には、ジャーナルフォイルエアベアリングの
フォイルが高速回転時にローブ（ｌｏｂｅ）を形成してローターの動的不安定性を解消す
ることができ、またローターが両方向に回転することができ、組み立てと設置の便宜性を
提供して意図しない方向のローター回転によるベアリングの破損を防止することができる
、ジャーナルフォイルエアベアリングに関するものである。
【背景技術】
【０００２】
　フォイルエアベアリングは、ローター（ｒｏｔｏｒ）の高速回転によってローターまた
はベアリングディスクとそれと接するフォイル間に粘性を有する流体である空気が流入し
て圧力を形成して荷重を支持するベアリングを意味する。
【０００３】
　このようなフォイルエアベアリングの中で、ローターの回転を支持するジャーナルフォ
イルエアベアリングと関連して、ローターの高速回転時の動的不安定性の問題が発生し得
る。すなわち、ローターが高速で回転する時にローターの回転が安定せずに震動などの問
題が発生するのである。
【０００４】
　このような動的不安定性は、ローターとフォイル間の圧力分布によって発生し得、その
他にフォイル構造物の摩擦減殺やローター質量の不均衡などによっても影響を受け得る。
【０００５】
　このような動的不安定性は、ローターの回転性能に悪影響を及ぼすので、これを解消す
る必要がある。
【０００６】
　一般的に、ジャーナルフォイルエアベアリングは、一個のバンプフォイル（ｂｕｍｐ　
ｆｏｉｌ）と一個のトップフォイル（ｔｏｐ　ｆｏｉｌ）で構成されるか、または、３個
のバンプフォイルと３個のトップフォイルの各々３個で構成されている。その中で各々３
個のバンプフォイルとトップフォイルで構成される場合が、荷重支持力及び動的安定性の
面で有利であることが知られているが、この場合、ベアリングの部品数が増加して製作費
用が多くなって、各々３個のバンプフォイルとトップフォイルがすべて同一の公差を有す
るように製作して組み立てなければならず、また、トップフォイルの固定部がすべてロー
ターに直接露出するため固定部の信頼度を確保しなければならないという問題がある。
【０００７】
　したがって、全体的にフォイルの数を減らすことが有利であり、特にトップフォイルの
数を減らすことが、トップフォイルの固定部の信頼度を確保するのに好ましいといえる。
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【０００８】
　一般的なジャーナルフォイルエアベアリングにおいてトップフォイルは、一端がベアリ
ングハウジングの中空（ｈｏｌｅ）の円周内面に固定され、もう一方の端は固定されない
自由端を形成し、その円形の形態に沿って弾性的にその半径が増加したり減少したりする
ようになっている。これは、ローターが高速で回転することによってローターとトップフ
ォイル間の間隔（ｇａｐ）が増加してローターの回転中に発生する熱変形とローターとト
ップフォイル間に形成される圧力を受容するようにするためのものである。これは、ロー
ターの回転に対してトップフォイルはその半径が増加する方向に設置しなければならない
ことを意味する。もし、ローターの正常回転方向に対してトップフォイルが逆に設置され
た場合、ローターの回転によってローターとトップフォイル間の間隔が減少してローター
が回転することができずにベアリングが破損し得る。
【０００９】
　したがって、ローターの両方向回転をすべて許容することができるトップフォイルの構
造が提供されれば好ましい。このような場合は、前述の問題がなく、組み立てと設置が便
利で、その管理が容易になってベアリング破損の可能性が減少する。
【００１０】
　ゆえに、まず１個のトップフォイルを提供して部品数を減らしてトップフォイルの固定
部の露出を最小化することができれば好ましいと言えるのだが、これと関連してローター
の高速回転による動的不安定性を解消して、また両方向回転が可能になるようにできれば
、さらに好ましいと言える。また他の側面で、ローターの高速回転による動的不安定を解
消するためにトップフォイルにローブを形成することができるが、この場合、そのローブ
空間の大きさ及び位置を容易に調整することができれば好ましい。本発明は、このような
要請を満足させる。
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【００１１】
　本発明の目的は、１個のトップフォイルを提供して部品数を減らしてトップフォイル固
定部の露出を最小化しながらローターの高速回転による動的不安定性を解消することがで
きるジャーナルフォイルエアベアリングの構造を提供することである。また本発明の目的
は、１個のトップフォイルを提供して部品数を減らしてトップフォイル固定部の露出を最
小化しながらローターの両方向回転を許容するジャーナルフォイルエアベアリングの構造
を提供することである。さらに、本発明の目的は、１個のトップフォイルを提供して部品
数を減らしてトップフォイル固定部の露出を最小化しながらローターの高速回転による動
的不安定性を解消し、同時にローターの両方向回転を許容するジャーナルフォイルエアベ
アリングの構造を提供することである。
【００１２】
　一方で、本発明のまた他の目的は、ローターの動的不安定性を解消するためにローブ空
間を形成するにおいて、その位置及び大きさを容易に調整することができるジャーナルフ
ォイルエアベアリングの構造を提供することである。
【課題を解決するための手段】
【００１３】
　このような本発明の目的によって、本発明はローターが配置される中空を有するベアリ
ングハウジングと、前記ベアリングハウジングの中空の円周内面（ｉｎｎｅｒ　ｐｅｒｉ
ｐｈｅｒｙ）に沿って相互に離隔して二個以上が設置されるバンプフォイルと、前記二個
以上のバンプフォイルの上部に沿って配置されるもので円周方向に沿って１個設置される
トップフォイルを含んで成り、前記ローターの高速回転時に前記トップフォイルが前記バ
ンプフォイルが相互間に離隔した所から外側にローブ形態に変形することを特徴とするジ
ャーナルフォイルエアベアリングを提供する。
【００１４】
　本発明の場合、前記二個以上のバンプフォイルの間でバンプが存在しない所の円周距離
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は、ベアリングハウジングの中空の半径Ｒと、隣接するバンプフォイルにおいて前記ベア
リングハウジングの中空の中心に対してバンプの終わる所が成す角度を掛けた値であり、
ここで、前記角度は５゜から４５゜の間であることが好ましい。
【００１５】
　本発明の場合、前記トップフォイルは多数個重ねて配置することができる。
【００１６】
　本発明の場合、前記トップフォイルの両端は、外側に曲がった折曲部を有し、前記折曲
部が前記ベアリングハウジングの中空の内面に形成されたスロットに、円周及び半径方向
に流動可能に装着することが好ましい。
【００１７】
　この場合、前記トップフォイルは前記両端の折曲部が相互に突き合わせて設置され、こ
れら折曲部を中心に対称であることがさらに好ましい。
【００１８】
　本発明の実施例で、前記ベアリングハウジングの中空内面のスロットには、前記中空に
向かってスロットが形成されたスロット本体部が装着され、前記トップフォイルの両端の
折曲部は、相互に突き合わせて前記スロット本体部のスロットに挟んで装着され、ここで
、前記スロット本体部のスロットには、前記トップフォイルの両端の折曲部が円周方向及
び半径方向に流動することができる遊隔（あそび）が形成されている。
【００１９】
　本発明の実施例では、また、前記ベアリングハウジングの中空の円周内面に形成された
スロットには、前記スロット本体部と前記バンプフォイルの一端の折曲部が相互に接触す
るように挟んで装着され、前記スロット筐体は前記ベアリングハウジングの中空の円周内
面のスロットにおいて円周方向に流動することができる。
【００２０】
　本発明は、また、ローターが配置される中空を有するベアリングハウジングと、前記ベ
アリングハウジングの中空の円周内面に沿って設置されたバンプフォイルと、前記バンプ
フォイルの上部に沿って配置されるもので円周方向に沿って１個が設置されるトップフォ
イルを含んで成り、ここで、前記トップフォイルの両端は外側に曲げられた折曲部を有し
、前記折曲部が前記ベアリングハウジングの中空の内面に形成されたスロットに円周及び
半径方向に流動可能に装着されることを特徴とするジャーナルフォイルエアベアリングを
提供する。
【００２１】
　この場合、前記トップフォイルは、前記両端の折曲部が相互に突き合わせられて設置さ
れ、これら折曲部を中心に対称であることが好ましい。
【００２２】
　本発明の実施例で、前記ベアリングハウジングの中空内面のスロットには、前記中空に
向かってスロットが形成されたスロット本体部が装着され、前記トップフォイルの両端の
折曲部は、相互に突き合わせて前記スロット本体部のスロットに挟んで装着され、ここで
、前記スロット本体部のスロットには、前記トップフォイルの両端の折曲部が円周方向及
び半径方向に流動することができる遊隔が形成されている。
【００２３】
　本発明の実施例では、また、前記ベアリングハウジングの中空の円周内面に形成された
スロットには、前記スロット本体部と前記バンプフォイルの一端の折曲部が、相互に接触
するように挟んで装着され、前記スロット本体部は前記ベアリングハウジングの中空の円
周内面のスロットにおいて円周方向に流動することができる。
【００２４】
　本発明の場合、前記トップフォイルは、多数個重ねて配置することができる。
【発明の効果】
【００２５】
　本発明は、円周方向に１個のトップフォイルを提供して部品数を減らして、トップフォ
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イル固定部の露出を最小化しながらローターの高速回転による動的不安定性を解消するこ
とができ、さらにローターの両方向回転を許容するジャーナルフォイルエアベアリングの
構造を提供する。一方で、本発明は、ローターの動的不安定性を解消するためにローブ空
間を形成するにおいて、その位置及び大きさを容易に調整することができるジャーナルフ
ォイルエアベアリングの構造を提供する。
【図面の簡単な説明】
【００２６】
【図１】図１は、本発明の一番目の実施例によるジャーナルフォイルエアベアリングの構
造を示した図。
【図２】図２は、本発明の一番目の実施例によるジャーナルフォイルエアベアリングの構
造を示した図。
【図３】図３は、本発明の二番目の実施例によるジャーナルフォイルエアベアリングの構
造を示した図。
【図４】図４は、本発明の二番目の実施例によるジャーナルフォイルエアベアリングの構
造を示した図。
【図５】図５は、本発明の三番目の実施例によるジャーナルフォイルエアベアリングの構
造を示した図。
【図６】図６は、本発明の他の側面によるジャーナルフォイルエアベアリングの構造を示
した図。
【図７】図７は、本発明の他の側面によるジャーナルフォイルエアベアリングの構造を示
した図。
【図８】図８は、本発明の他の側面によるジャーナルフォイルエアベアリングの構造を示
した図。
【図９】図９は、本発明のまた他の側面によるジャーナルフォイルエアベアリングの構造
を示した図。
【発明を実施するための形態】
【００２７】
　本発明の好ましい実施例を添付した図面を参照して説明する。
【００２８】
　図１は、本発明の一番目の実施例によるジャーナルフォイルエアベアリング１０００を
示した図である。
【００２９】
　図に示されたように、ベアリングハウジング１０が提供され、前記ベアリングハウジン
グ１０は、ローター８が配置される中空１８を有する。
【００３０】
　前記ベアリングハウジング１０の中空１８の円周内面１８８に沿ってバンプフォイルが
設置され、前記バンプフォイルの上部に沿ってトップフォイルが設置される。
【００３１】
　本発明の場合、前記バンプフォイルは円周に沿って二個以上が提供されて、それらは相
互に離隔している。また、前記トップフォイルは円周方向に沿って一個が提供される。後
述のように、前記トップフォイルは、円周方向に沿って一個が提供されるが、半径方向に
沿って二個またはそれ以上を重ねてダンピング（ｄａｍｐｉｎｇ）を増加させることがで
きる。
【００３２】
　本実施例で、前記バンプフォイルは、ベアリングハウジングの中空の円周１８８の内面
に沿って二個、２０ａと２０ｂが提供されるが、一個２０ａは、スペーサーブロック４ａ
に点溶接して設置され、他の一個はスペーサーブロック４ｂに点溶接して設置されている
。
【００３３】
　前記バンプフォイル２０ａ、２０ｂの上部にトップフォイル３０が配置される。前記ト
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ップフォイル３０は、前記バンプフォイル２０ａ、２０ｂの上部の円周方法に沿って一個
形成される。このようなトップフォイル３０は、一端のエッジ部が前記スペーサーブロッ
ク４ａに点溶接して設置されていて、反対の端は自由端を形成している。
【００３４】
　図に示されたように、前記バンプフォイル２０ａ、２０ｂは、ベアリングハウジングの
中空の円周１８８の内面に沿って各々相互に離隔しており、それによって、ローター８が
高速で回転すると、前記トップフォイル３０は、前記中空１８に形成される圧力によって
、前記バンプフォイル２０ａ、２０ｂが相互に離隔した所から外側にローブ（ｌｏｂｅ）
形態で変形が起きる。
【００３５】
　すなわち、前記バンプフォイル２０ａ、２０ｂの間で、バンプ２が存在しない所ではバ
ンプ２の支持力が及ばず、中空１８に形成される空気の圧力によってトップフォイル３０
が外側に加圧されて、ローブ形態で変形が起きるのである。（図２参照）
　ここで、前記バンプフォイル２０ａ、２０ｂの間でバンプ２が存在しない所の円周距離
Ｂは、前記ベアリングハウジングの中空の半径Ｒと、隣接するバンプフォイル２０ａ、２
０ｂにおいて、前記ベアリングハウジングの中空の中心Ｏに対して、バンプ２が終わる所
Ｂ１とＢ２が成す角度θを掛けた値になるが、前記角度θは、５゜から４５゜の間である
ことが好ましい。
【００３６】
　万一、前記角度θが５゜より小さい場合は、後述するローブ形態の変形が少なくてその
効果が微々であり、万一４５゜を越える場合は、トップフォイルで発生する圧力が減少し
過ぎてベアリングの荷重支持力の減少を引き起こし得る。
【００３７】
　ここで、バンプフォイル２０ａの場合、バンプの終わる所はバンプの一部が形成された
所２２の末端Ｂ１になる。バンプフォイル２０ｂに関して、バンプフォイル２０ｂの末端
であるＢ０は、バンプが終わる所ではないエッジ部の末端であって、基準にすることがで
きない。
【００３８】
　図２は、図１の一番目の実施例によって、バンプフォイル２０ａ、２０ｂが離隔した所
でローブＬ１、Ｌ２が形成されたことを示している。
【００３９】
　ローター８が低い速度で回転する場合、トップフォイル３０の弾性力でトップフォイル
３０はその形態を維持するが、回転速度が増加しながらベアリング内部の圧力が高くなる
と、バンプフォイルによって支持されない所でトップフォイル３０が外側に変形するよう
になるが、本実施例の場合、前記バンプフォイル２０ａ、２０ｂが相互に離隔した所でト
ップフォイル３０が外側に加圧されてローブ形態Ｌ１、Ｌ２を成すようになる。
【００４０】
　本実施例で上部のローブ空間Ｌ２は、トップフォイル３０が連続していないので完全な
ローブ形態に変形しないが、全体的にローブ形態を有するようになる。
【００４１】
　このようにローブＬ１、Ｌ２が形成されることによって、ローブＬ１、Ｌ２において、
ローター８とトップフォイル３０間の間隔は広くなる。一方それ以外の部分ではその間隔
が狭くなって、それによってローブ空間以外の部分で空気が相対的に強く圧搾されてロー
ター８を中空１８の中心Ｏ方向に押すようになり、それによってローター８の動的安定性
が確保される。また、この場合ローター８とトップフォイル３０の間の間隔は、ローブ空
間によって全体的には広くなるので、摩擦熱が減少して冷却効果を得ることができる。
【００４２】
　図３は、本発明の二番目の実施例によるジャーナルフォイルエアベアリング２０００を
示している。
【００４３】
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　この場合、ベアリングハウジング１０の中空１８の円周内面１８８に沿ってバンプフォ
イル２０ｃ、２０ｄが相互に離隔して設置されていて、その上部に沿ってトップフォイル
３０が設置される。
【００４４】
　前記トップフォイル３０は、前記バンプフォイル２０ｃ、２０ｄの上部の円周方向に沿
って一個形成され、一端のエッジ部が前記スペーサーブロック４ｃに点溶接で設置されて
いて、反対端は自由端を形成している。
【００４５】
　前記バンプフォイル２０ｃ、２０ｄは、各々その一端に折曲部２３ｃ、２３ｄが形成さ
れ、このような折曲部２３ｃ、２３ｄがベアリングハウジング１０の中空の円周内面１８
８に形成されたスロット１３ｃ、１３ｄに各々挟んで結合されている。
【００４６】
　これらバンプフォイル２０ｃ、２０ｄは相互に離隔しているが、この場合、これらバン
プフォイル２０ｃ、２０ｄの間でバンプ２が存在しない所の円周距離Ｂは、前記ベアリン
グハウジングの中空の半径Ｒと、隣接するバンプフォイル２０ｃ、２０ｄにおいて、前記
ベアリングハウジングの中空の中心Ｏに対して、バンプ２が終わる所Ｂ３とＢ４が成す角
度θを掛けた値になり、前記角度θは５゜から４５゜の間であることが好ましい。その理
由は、一番目の実施例の場合と同じである。
【００４７】
　図４を参照して、ローター８が遅い速度で回転する場合、トップフォイル３０の弾性力
でトップフォイル３０はその形態を維持するが、回転速度が増加しながらベアリング内部
の圧力が高くなると、バンプフォイルによって支持されない所でトップフォイル３０が外
側に変形するようになり、それによって、前記バンプフォイル２０ｃ、２０ｄが相互に離
隔した所でトップフォイル３０が外側に加圧されてローブ形態Ｌ３、Ｌ４を形成するよう
になる。
【００４８】
　本実施例で、上部のローブ空間Ｌ４は、トップフォイル３０が連続していないので完全
なローブ形態には変形されないが、全体的にローブ形態を有するようになる。
【００４９】
　このようにローブＬ３、Ｌ４が形成されることによって、ローブＬ３、Ｌ４において、
ローター８とトップフォイル３０の間の間隔は広くなった一方、それ以外の部分ではその
間隔が狭くなって、それによってローブ空間以外の部分で空気が相対的に強く圧搾されて
ローター８を中空１８の中心Ｏ方向へ押すようになって、それによってローター８の動的
安定性が確保される。またこの場合、ローター８とトップフォイル３０の間の間隔は、ロ
ーブ空間によって全体的には広くなるので摩擦熱が減少して冷却効果を得ることができる
。
【００５０】
　図５は、本発明の三番目の実施例によるジャーナルフォイルエアベアリング３０００を
示しているが、この場合、円周方向に一個ずつが提供されるトップフォイル３０ａ、３０
ｂが半径方向にそって二個が重ねて配置され、それによって、ダンピング効果が増大する
。
【００５１】
　本実施例で、前記ベアリングハウジング１０の中空１８の円周内面１８８にはスロット
１４が形成され、そこにスペーサーブロック４ｄが装着されるが、前記スペーサーブロッ
ク４ｄと前記スロット１４との間の遊隔に、トップフォイル３０ａ、３０ｂの各々の折曲
部３４ａ、３４ｂを挟んで結合されている。これらトップフォイル３０ａ、３０ｂの各々
の折曲部３４ａ、３４ｂの反対端は自由端を形成している。
【００５２】
　図６は、本発明の他の側面によるジャーナルフォイルエアベアリング４０００を示して
いる。
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【００５３】
　この場合、ベアリングハウジング１０の中空１８の内部にローター８が配置され、その
円周面１８８に沿ってバンプフォイル２００が設置されている。
【００５４】
　この場合、前記バンプフォイル２００は、円周方向に沿って一個を設置することもでき
るが、前述の実施例のように相互に離隔して多数個を形成することもできる。本実施例の
場合は、円周方向に沿って一個が設置されたものが示されている。
【００５５】
　本発明による場合、トップフォイルは前記バンプフォイルの上部に沿って配置されて、
円周方向に沿って一個が設置されるが、ここで、トップフォイルの両端は外側に折り曲げ
られた折曲部を有し、前記折曲部が前記ベアリングハウジングの中空の内面に形成された
スロットに円周及び半径方向に流動可能に装着される。
【００５６】
　このように、トップフォイルの両端の折曲部が、中空円周内面のスロットに円周及び半
径方向に流動可能に装着されることによって、ローターのいずれの方向の回転に対しても
トップフォイルの半径が増加するようになって、ローターの回転中に発生する熱変形とロ
ーターとトップフォイル間に形成される圧力を受容することができるようになる。
【００５７】
　この場合、前記トップフォイルは、前記両端の折曲部が相互に突き合わせて設置され、
これら折曲部を中心に対称であることが好ましい。
【００５８】
　図６及び図７を参照に、本実施例の場合、前記トップフォイル３００の両端は、外側に
折り曲げられた折曲部３０８ａ、３０８ｂを形成している。
【００５９】
　また、前記ベアリングハウジングの中空の内面には、スロット１４０が形成され、この
ようなスロット１４０にスロット本体部４０が装着される。前記スロット本体部４０はま
た、スロット４１４を有するが、前記トップフォイル３００の両端の折曲部３０８ａ、３
０８ｂが、前記スロット本体部４０のスロット４１４に相互に突き合わせて挟んで装着さ
れる。
【００６０】
　この場合、前記スロット本体部４０のスロット４１４には、前記トップフォイル３００
の両端の折曲部３０８ａ、３０８ｂが、円周方向及び半径方向に流動することができる遊
隔ｃ１、ｃ２が形成されている。
【００６１】
　また、本実施例の場合、前記ベアリングハウジングの中空の円周内面に形成されたスロ
ット１４０には、前記スロット本体部４０と前記バンプフォイル２００の一端の折曲部２
０８が相互に接触するように挟んで装着されている。これによって、前記ベアリングハウ
ジング１０の中空１８の円周内面１８８のスロット１４０において遊隔ｃ３を形成して、
 前記スロット本体部４０が、円周方向に流動することを可能にしている。
【００６２】
　この場合、トップフォイル３００は、スロット４１４でその両端が支持され、また、円
周方向の遊隔ｃ１及び半径方向の遊隔ｃ２によって流動が可能で、ローターの回転がいず
れの方向であっても、半径方向に膨脹が起きるようになる。
【００６３】
　これによって、ローターの回転による熱変形及び圧力増加による半径方向の膨脹をいず
れの方向でも受容することができるようになる。すなわち、ローター８の回転方向の方向
性に影響を受けないのである。
【００６４】
　特別に、この場合、前記スロット本体部４０も前記スロット１４０に対して遊隔ｃ３を
与えることによって、より弾性的にローターの回転に対応するようにしている。
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【００６５】
　本発明の場合、円周方向に一個が提供されるトップフォイルは、半径方向に重ねてダン
ピングを増加させることができる。すなわち、図８にみられるように円周方向のトップフ
ォイル３００と３００’を相互に重なるように配置することができるのである。この場合
、各々のトップフォイル３００と３００’の両端の折曲部３０８ａ、３０８ｂ、３０８ａ
’、３０８ｂ’が、前記スロット本体部４０のスロット４１４に挟んで結合されている。
【００６６】
　本発明の場合、バンプフォイルを中空の円周内面に沿って相互に離隔して二個以上を提
供して、またトップフォイルの両端の折曲部を中空円周内面に形成されるスロットに円周
及び半径方向に流動可能になるように装着することで、ローターの高速回転時の動的安定
性を高めて、またローターの両方向の回転を許容するようにできる。図９に、このような
場合の実施例を示した。
【００６７】
　この場合、ベアリングハウジング１０の中空１８の円周内面１８８のスロット１４０に
スロット本体部４０が設置されている。前記スロット本体部４０のスロット４１４に円周
方向にそって一個が提供されるトップフォイル３００の両端の折曲部３０８ａ、３０８ｂ
が挟んで結合されている。ここで、前記スロット本体部４０のスロット４１４には、前記
トップフォイル３００の両端の折曲部３０８ａ、３０８ｂが円周方向及び半径方向に流動
することができる遊隔ｃ１、ｃ２が形成されている。
【００６８】
　また、前記ベアリングハウジングの中空の円周内面１８８に沿ってバンプフォイル２０
ｃ、２０ｄが相互に離隔して配置され、この場合、これらバンプフォイル２０ｃ、２０ｄ
間でバンプ２が存在しない所の円周距離Ｂは、前記ベアリングハウジングの中空の半径Ｒ
と、隣接するバンプフォイル２０ｃ、２０ｄにおいて、前記ベアリングハウジングの中空
の中心Ｏに対してバンプ２が終わる所Ｂ３とＢ４が成す角度θを掛けた値になり、前記角
度θは５゜から４５゜の間にあるようになる。
【００６９】
　このような構造によって、まず前記トップフォイル３００はローターのいずれの方向の
回転においてもその半径が膨脹して、ローターの両方向回転を受容することができ、ロー
ター８が高速で回転する時、前記バンプフォイル２０ｃ、２０ｄが離隔した所でローブ空
間が形成されて動的安定性が大きく増大する。
【００７０】
　したがって、本発明の場合、ローターの両方向回転を受容しながら併せて動的安定性を
大きく増大させることができる。
【００７１】
　本発明の場合、前述したジャーナルフォイルエアベアリング１０００、２０００、３０
００、５０００のように、バンプフォイルを中空の円周内面１８８に沿って多数個を離隔
して配置する場合、ローター８の高速回転によってこれらバンプフォイルが離隔した所で
トップフォイルがローブを形成して高速回転時のローターの動的安定性を増大させる。こ
のような場合、バンプフォイルの個数及び位置そして前記バンプフォイル間でバンプが存
在しない所の円周距離を決定することで、ローブの位置と大きさを決定することができる
ようになり、それによって動的安定性を容易に確保することができる。
【００７２】
　本発明の実施例では、ベアリングハウジングの中空の円周内面に沿って二個の相互に離
隔したバンプフォイルを示したが、それ以上を提供することができるのはもちろんである
。
【００７３】
　このように本発明は、円周方向に沿って一個のトップフォイルを提供し、部品数を減ら
してトップフォイル固定部の露出を最小化しながら、高速回転時のローターの動的安定性
を増大させることができ、ローターの両方向回転を許容してトップフォイルの組み立てと
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設置の便宜性を提供し、意図しない方向へのローターの回転によるベアリングの破損を防
止することができるジャーナルフォイルエアベアリングを提供する。
【００７４】
　このように、本発明の目的が達成されたことを理解することができるであろう。
【００７５】
　本発明は、実施例を中心に説明したが、これに限定されず、本発明の思想に沿ってその
権利の範囲は、特許請求の範囲による。

【図１】 【図２】
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